
 

無線ＬＡＮビジネス研究会（第４回） 

 

１ 日時：平成２４年５月１１日（金） １５：００～１７：００ 

２ 場所：総務省８階 第１特別会議室 

３ 出席者（敬称略） 

（１） 構成員（座長以外五十音順） 

森川 博之《座長》（東京大学先端科学技術研究センター 教授）、石戸 奈々子（特定非営利法

人 ＣＡＮＶＡＳ 理事長）、福田 健介（国立情報学研究所 アーキテクチャ科学研究系 准

教授）、前田 香織（広島市立大学大学院 情報科学研究科 教授）、柳川範之（東京大学大学

院経済学研究科・経済学部 教授） 

 

（２）オブザーバ（プレゼンテーション順） 

牧園 啓市（ソフトバンクモバイル株式会社 執行役員 技術統括 副統括担当 兼 ネットワ

ーク本部 本部長）、谷口 一成（ソフトバンクモバイル株式会社ネットワーク本部 Ｗｉｆｉ

-ＦＭＣ企画統括部 ビジネス・プロダクト企画部 部長）、豊川 博仁（一般社団法人日本ケ

ーブルラボ 企画管理グループ長）、野田 勉（一般社団法人日本ケーブルラボ 実用化開発グ

ループ主任研究員）、立石 聡明（日本インターネットプロバイダー協会 副会長）、木村 孝

（日本インターネットプロバイダー協会 会長補佐）、Carlos Gómez（FON Wireless limited 

Head of Sales and Account Management）、眞島 宗一（フォン・ジャパン株式会社 ＣＯＯ） 

 

（３） 総務省 

桜井総合通信基盤局長、原口電気通信事業部長、古市事業政策課長、玉田消費者行政課長、田

原移動通信課長、齋藤データ通信課長、佐藤情報セキュリティ対策室長、中西データ通信課企

画官、堀内データ通信課課長補佐、鈴木データ通信課課長補佐 

 

４ 議題 

関係者のプレゼンテーション 

  ・ソフトバンクモバイル株式会社    

・一般社団法人日本ケーブルラボ  

  ・社団法人日本インターネットプロバイダー協会 

  ・フォン・ジャパン株式会社 
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５ 議事録 

【森川座長】  それでは、ただいまから「無線ＬＡＮビジネス研究会」の第４回会合を開催さ

せていただきたいと思います。お忙しい中、お集まりいただきまして、ありがとうございました。 

 それでは、本日も前回会合、今までの会合に引き続きまして、オブザーバー参加企業あるいは

団体様からのプレゼンテーションということでお願いしております。 

 それでは、まず、議事に入る前に事務局から配付資料の確認をお願いいたします。 

【鈴木データ通信課課長補佐】  皆様のお手元には、座席表、議事次第の他、資料４－１～４

－５までを配付させていただいております。ご確認いただければと思います。 

 それと、１点補足でございますけれども、資料４－５をお手元にご確認いただければと思いま

す。「第２回無線ＬＡＮビジネス研究会追加質問に対する回答」ということで、ご用意をさせてい

ただきました。構成員の皆様からエヌ・ティ・ティ・ドコモさん、ケイ・オプティコムさん、Ｊ

Ｒ東日本メカトロニクスさん、モビネクトさんにご質問があった点につきまして４社の皆様にご

回答いただいております。時間の関係で詳細な説明は省略いたしますけれども、後ほどご確認い

ただければと思います。 

 以上でございます。 

【森川座長】  ありがとうございます。それでは、早速ですが、議事に入りたいと思います。 

 本日はソフトバンクモバイル株式会社、一般社団法人日本ケーブルラボ、社団法人日本インタ

ーネットプロバイダー協会、最後にフォン・ジャパン株式会社の４つの団体にプレゼンテーショ

ンをお願いしております。それぞれ１５分以内でプレゼンテーションをお願いいたします。 

 説明でございますけれども、１社の発表ごとに５分強ぐらいで質疑応答時間を設けさせていた

だきまして、最後に総括的な質疑応答、あるいは意見交換の時間を、スケジュールどおりいけば

３０分程度設けたいと考えております。 

 それでは、まず、ソフトバンクモバイル株式会社の牧園様、谷口様、よろしくお願いします。 

【ソフトバンクモバイル（牧園様）】  ソフトバンクの牧園です。よろしくお願いいたします。

早速ですが、始めさせてもらいたいと思います。 

 まずは１枚目をめくっていただいて、当社は２００２年にＢＢモバイルポイントという形でＷ

ｉ－Ｆｉのサービスを開始しました。この当時はＹａｈｏｏ！ＢＢというサービスを始めていて、

そのユーザーに外でもネットの環境を使っていただこうと思って始めたサービスでございます。

ただ、事業としては非常に厳しいものがあったのですが、マクドナルド等に展開させてもらった

後、例えばマックでＤＳといった形で、子供たちが集まってコンテンツをそこからダウンロード
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するということで使っていただくケースが非常に多くなり、ユースケースとしてＷｉ－Ｆｉも非

常に使われるなということを実感したことがあります。 

 その後、２００８年にｉＰｈｏｎｅ３Ｇの販売を始めました。この販売とともに、トラヒック

量が非常に大きくなり、マックやＪＲに展開させてもらったＢＢモバイルポイントを、そういっ

たユーザーに開放させてもらいました。当時でそのトラヒックは非常に大きく、これはスマート

フォンを使うユーザーがＷｉ－Ｆｉを使うユースケースが非常に大きいということが理解でき、

今後、スマートフォンを展開する上でＷｉ－Ｆｉをもっと広めていこうということで、ソフトバ

ンクＷｉ－Ｆｉスポットというサービスを２０１０年から始めています。その後、利便性を高め

るように、今現在、２５万のホットスポットを提供させてもらっています。 

 次のページをお願いします。我々がＷｉ－Ｆｉを提供させてもらっている目的ですが、利便性

を向上するということと通信品質を確保する、この２点を目標にして行っています。 

 次のページをお願いします。モバイルトラヒックは、２００８年時、いろいろ計測して、５年

で４０倍程度になると考えており、実際、現状も、これに即した形でトラヒックは伸びていって

います。 

 次のページをお願いします。Ｗｉ－Ｆｉ展開ですが、公衆のＷｉ－Ｆｉスポットを２５万、個

宅のユーザー、スマートフォンをお買い上げいただいたお客様には、無償でＷｉ－Ｆｉルーター

を提供させてもらっています。 

 次のページをお願いします。そのおかげで、３Ｇ、Ｗｉ－Ｆｉの両方をお客様に使っていただ

くようになりました。 

 次のページをお願いします。そのソリューションですが、外に対しては小型店舗、大型商店、

公共施設、屋外、こういった形でやっていて、自宅にも無償で提供させてもらっています。Ｗｉ

－Ｆｉの特性上は、小型店舗や自宅利用に対する提供が一番適しているのですが、それ以外のと

ころでも、品質を向上するために大型施設等にも提供しながら、日々、品質を上げる努力をして

います。 

 二枚進んでいただきまして、オフロードエリアの選定について、実際、我々が設置するところ

はどうやって決めているかということですが、３Ｇの基地局でどれだけトラヒックが込んでいる

かを見ながら対策エリアを決めています。非常にトラヒックが込んでいると選定されたエリアに

対しては、９ページ目のように屋内もしくは屋外にＷｉ－Ｆｉの設置をしている状況です。 

 そのおかげで、１０ページ目、大体のトラヒック比率ですが、このエリアでは全体のトラヒッ

クの８割が３Ｇ、２割がＷｉ－Ｆｉを介してといった状況になっています。 

 次のページをお願いします。今後も含めて、技術的な取り組みは３つあります。一つ目は５Ｇ
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Ｈｚの対応、二つ目は、Ｗｉ－Ｆｉのカバーエリア制御の対応、３つ目は品質管理を行っており

ます。 

 次のページをお願いします。我々のＷｉ－Ｆｉの調査において、非常に混雑しているところを

歩いて調べた結果ですが、我々のＡＰもたくさんありますが、他社のＡＰ、それ以上にさまざま

な事業者様、個人設置、ポケットＷｉ－Ｆｉといったものが非常にたくさん見える状況です。こ

ういったことをかんがみると、あわせて一緒に提供してはどうかという議論もあるのですが、や

はり５ＧＨｚへの対応が非常に重要だなと感じている状況です。 

 次のページをお願いします。もう一つやっているのがＷｉ－Ｆｉのエリアカバーの制御です。

Ｗｉ－Ｆｉは、設備によってすごく飛ぶとか、あまり飛ばないとか、いろいろありますが、適し

た形で提供するのが非常に重要です。例えば、ある店舗に対して、そこから漏れている電波があ

ると、弱電、薄い電波になってしまいます。それをつかんでしまうと、なかなか通信できない、

なかなか話せないといった、そのＷｉ－Ｆｉをつかみっぱなしになってしまい通信し難いという

状況を生んでしまいます。それをコントロールするために、適したエリアでＷｉ－Ｆｉが飛ぶよ

うな制御を行っています。これをすることによって品質の高いサービスを提供することが可能に

なっていくと思っています。 

 次のページをお願いします。もう一つは、我々キャリアとしてサービスを提供させてもらって

いる以上、日々監視して、品質が悪いことに対しては、改善していくことをオペレーションとし

て提供しているという状況です。 

 次のページをお願いします。Ｗｉ－Ｆｉの宅内、個宅の対応ですが、我々のＷｉ－Ｆｉのサー

ビスに入っていただいた方に関しては、Ｗｉ－Ｆｉのルーターを無償で提供しております。 

 次のページをお願いします。個宅の方は、今までＷｉ－Ｆｉを使っていなかったお客様がＷｉ

－Ｆｉを使うことによって３Ｇのトラヒックは５０％程度削減されています。 

 二枚進んでいただきまして、Ｗｉ－Ｆｉといっても設定が難しいというご意見が多くあったも

のですから、設定のサポートをするために簡単な設定を提供しています。これはお客様でも当然

簡単に設定していただけますが、我々がスマートフォンを提供する時には、店頭でスタッフが設

定をしてお渡しすることをやっております。 

 次のページをお願いします。コンテンツです。Ｗｉ－Ｆｉに関しては、もっとＷｉ－Ｆｉを使

っていただきたいという気持ちがあるものですから、Ｗｉ－Ｆｉ専用のムービーや、Ｗｉ－Ｆｉ

のチャンネルといったものを提供しています。 

 次のページをお願いします。お客様への周知について、例えば携帯を使っているお客様にとっ

てはＷｉ－Ｆｉは非常に分かりにくいものですから、そういったものを分かりやすく説明するた
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めのチラシやテレビＣＭを出しております。テレビＣＭは非常に効果がありまして、例えばＷｉ

－Ｆｉの使用率が上がりました。また、ソフトバンクはＷｉ－Ｆｉも頑張っているのでスマート

フォンはソフトバンクを使いたいといったようなお言葉をいただいている状況です。 

 次のページをお願いします。Ｗｉ－Ｆｉに関していうと、やはりセキュリティの問題が上げら

れていますので、我々も店頭やウェブでフィルタリングに関する説明をしています。 

 次のページをお願いします。それとともにＮＰＯ法人企業教育研究会様と一緒に学校や地域に

対して無償で、携帯とはどういうものですか、通信とはどういったものですかといったことの中

にＷｉ－Ｆｉのテーマを入れて説明しています。 

 次のページをお願いします。事例ですが、Ｗｉ－Ｆｉはいろいろな使い方をしていまして、音

楽フェスタや大規模なイベント等で、３ＧとともにＷｉ－Ｆｉの設置をさせてもらっています。

これによってツイッター等で、Ｗｉ－Ｆｉありがとうといった声をいただいている状況です。 

 次のページをお願いします。コミックマーケットという、毎年、ビックサイトでいろいろな仮

装をした方が集まるイベントですが、こちらのほうに我々、Ｗｉ－Ｆｉの設備を持った人を派遣

しています。これは、この場所がＷｉ－Ｆｉを常設することがなかなか認めてもらえなかったも

のですから人を出させていただきました。「Ｗｉ－Ｆｉ忍者」と名づけていただいたのは、このコ

ミックマーケットに参加しているメンバーのいろいろな方々にツイッターの中でつぶやいていた

だいた言葉です。これはいろいろなイベントに出させてもらって、少なくとも３Ｇしか使えない

といった環境ではなくて、そこではＷｉ－Ｆｉも使えるような形にしようといった努力をさせて

もらっています。 

 最後のページですが、Ｗｉ－Ｆｉは皆さんが非常に簡単に使えるものなので、災害の時には非

常に有効に活用していただいておりまして、東日本大震災の時に、当日、その日のうちに３,００

０ＡＰを開放させていただきました。我々から見ると今までにはないようなトラヒックが流れて

おり、通信をこういった時に確保してあげることがいかに重要かを思い知らされました。 

 私からの発表は以上です。 

【森川座長】  ありがとうございました。 

 それでは、ただいまのプレゼンテーションにつきまして質問等ございましたら、お願いいたし

ます。いかがでしょうか。 

【福田構成員】  幾つかありますが、まず、１０ページ目のオフロード実績について、どうや

ってはかっているのかを簡単に説明をお願いしたいのと、同じように宅内のオフロード率がスラ

イド１７ページ目にあったと思うのですが、これがどうなっているのかを教えていただきたい。 

 もう一つは、品質管理のところで総合管理システムを使われていると書いてありますが、大体、
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端末当たりどの程度のスループットが出ているのかがもしわかったら教えていただけますか。 

【ソフトバンクモバイル（牧園様）】  まず、最初の質問ですが、３Ｇのエリアは大体この程度

のカバーエリアがとれているということは、我々は把握できているので、３Ｇからいうと、その

セルのサポートしている基地局からデータをとっています。Ｗｉ－Ｆｉは、そこにあるＡＰを常

時監視しているので、そこからトラヒックをとって、それを時間で見た時に何対何かというのを

ずっと見ています。８対２は、大体、そのエリアのピーク時間の実績として、このぐらいのトラ

ヒックになっているものです。 

 次のご質問は、これも同じような形ですが、３Ｇのお客様がＷｉ－Ｆｉを設置したことによっ

て、実際、そのお客様がどういった使い勝手になったかは我々でとれています。 

【福田構成員】  それは、３Ｇですか。 

【ソフトバンクモバイル（牧園様）】  はい、３Ｇ側ですね。これはＷｉ－Ｆｉを測っていると

いうよりは、３Ｇ側のトラヒックが半分減った実績を見ているわけです。 

 これはＡＰ当たりです。 

【福田構成員】  いや、ＡＰではなくて、端末でどのくらいになるのかということできればが

知りたいのですが。 

【ソフトバンクモバイル（牧園様）】  端末だと、とり切れていません。ＡＰ当たりにすると非

常に低いトラヒックになってしまいますので、ユーザー単位にはとれていません。 

【福田構成員】  まず、コネクティビティーは少なくとも確保されている状況になっていると

いうことですね。 

【ソフトバンクモバイル（牧園様）】  はい。 

【福田構成員】  ありがとうございます。 

【森川座長】  他にはいかがでしょうか。お願いします。 

【前田構成員】  １３枚目の安定な通信を提供するためにカバーエリアを制御する方法をとら

れていますが、これは具体的にはどのような方法なのか、それが屋外の場合、どういうふうに考

えて制御されているのかが１点です。 

 もう一つは、Ｗｉ－Ｆｉ用のコンテンツを提供されているということでしたが、３Ｇと比べて

クオリティを変える等、何か区別されているものがあるのかどうかを教えてください。 

【ソフトバンクモバイル（牧園様）】  まず、制御について、これは非常に単純で、屋内のサイ

ズに合わせた形で電波を弱めてあげる方法をとっています。屋外に関しては、これも同じですが、

基本的には、ある程度の品質で届くところには飛ばすのですが、もしそれが行き過ぎた時に品質

が下がるかもしれないといった時には、それを縮めることをやっております。屋外の場合は、見
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通しがよいと、どんどん飛んでしまうので、それをある程度飛ばないようにしてあげることによ

って、すごく電波が薄いところを小さくしてあげることは可能です。 

【前田構成員】  それは幾つか置かれていると思いますけれども、お互いにそういうふうなコ

ントロールをしてということですか。 

【ソフトバンクモバイル（牧園様）】  お互いにというよりは、ＡＰ単位ですね。そういった基

地局単位に、この場所ではこのぐらい飛んだほうが最適だなという判断をしています。 

 コンテンツのほうは、当然、Ｗｉ－Ｆｉで提供させてもらう場合にはビットレートを上げるこ

とをやっています。中にはＷｉ－Ｆｉだけしか提供してないサービスもあります。 

【前田構成員】  それは具体的にはどんなものがありますか。クオリティと関係なく何か特別

なものを、インタラクティブな何かできるとかいうことでしょうか。 

【ソフトバンクモバイル（谷口様）】  特別インタラクティブなものは用意してないのですが、

具体的に申し上げますと、大容量で尺が長いようなものですね。通常の３Ｇ配下ですと、長尺の

ものはなかなか提供できないのですが、Ｗｉ－Ｆｉ配下では、例えば２０ページ目に書いてあり

ますような映画といった尺が長いようなものを提供しております。 

【前田構成員】  ありがとうございます。 

【森川座長】  それでは、私からよろしいですか。オフロードの比率に関してご紹介いただき

ましたが、今後のオフロード比率をどういうふうに予測されて、今の２５万台をこれから増やし

ていくのか否かといった今後の見通しみたいなものをお持ちでしたら、お教えいただきたいと思

います。 

【ソフトバンクモバイル（牧園様）】  実はＷｉ－Ｆｉで、さっきみたいな品質を上げるような

努力をしてあげれば増やすことは可能だと思っています。ただ、増やす時に品質を低下してはい

けないので、そういった品質を見ながら今後はどんどん増やす努力をしていこうかなと思ってい

ます。 

 実は今回のカバーエリアのところも、本来であれば、もう少し上のフロアのところまで提供し

たほうがお客さんの利便性は上がると思っていますが、なかなかそこまで提供できてなかったり

するので、そういったところは品質を見ながら提供していこうかと判断しています。 

【森川座長】  もう１点、よろしいですか。資料の中で５ＧＨｚ帯への移行とありましたが、

今現在、大体どのぐらい対応されていてというデータというのはお持ちですか。５ＧＨｚ帯はま

だこれからという感じですか。 

【ソフトバンクモバイル（牧園様）】  提供しているところはあるのですが、ほとんどはこれか

らという状況です。 

7



 

【森川座長】  分かりました。じゃ、よろしいですか。ありがとうございました。 

 それでは、次のプレゼンテーションに移りたいと思います。次は、一般社団法人日本ケーブル

ラボの豊川様と野田様。ご説明をお願いいたします。 

【日本ケーブルラボ（豊川様）】  ただいまご紹介にあずかりました日本ケーブルラボの豊川と

申します。本日は「無線ＬＡＮビジネス研究会」にお招きをいただき、ありがとうございます。

私ども、Ｗｉ－Ｆｉに関してケーブル業界の取り組み状況とラボの活動をお話したいと思います。 

 お話をする前に、私どもラボの活動について若干ご紹介をしたいと思います。次のページをよ

ろしくお願いします。 

 まず、ケーブルラボは、新技術・新方式の開発及び標準化、実証実験や技術の調査研究を行っ

ている団体でございまして、会員事業者は、ジュピターテレコムはじめ、メーカーを含めて合計

２２２社で成り立つ一般社団法人でございます。私どもラボはインターネットやモバイルを取り

込んだ高度なサービスを提供するための新技術の標準化をすることにあって、今、かなりホット

な話題であるＷｉ－Ｆｉについても開発を進めております。今後、ケーブル業界において私ども

の技術の取組は非常に重要性を増していることは一つ言えると思います。 

 では、本題に入らせていただきます。まず、Ｗｉ－Ｆｉに関するケーブル業界の動向について

ご説明をしたいと思います。ケーブル事業者ですと、どうしてもアメリカの話から入ってしまう

のですが、Ｗｉ－Ｆｉについてもアメリカの事例を若干ご紹介したいなと思います。アメリカの

ケーブル事業者は先行しているということで、ここに示すＣｏｍｃａｓｔについては、１年前以

上のデータですが、Ｗｉ－Ｆｉの基地局を本社のフィラデルフィアを中心に２,０００カ所以上、

エリア各地に設置しています。ケーブル事業者がＷｉ－Ｆｉを展開する狙いは、いつでも、どこ

でもインターネットが接続できる環境を用意することで、特にアメリカの場合ですと、ＴＶ Ｅｖ

ｅｒｙｗｈｅｒｅのような番組のコンテンツの視聴をいわゆる屋内から屋外でも提供できるよう

にして、それによって顧客満足度を高めて解約率の低減を目指していますということが言えます。 

 Ｃｏｍｃａｓｔ以外ではＣａｂｌｅｖｉｓｉｏｎについても、ニュージャージー州に約２万カ

所以上の基地局を設置しており、ここでは大手の通信事業者のＶｅｒｉｚｏｎと非常に激しい競

争を展開しております。ＣａｂｌｅｖｉｓｉｏｎもＣｏｍｃａｓｔと同様にお客さんの満足度を

高めるということが大きな狙いで、それによって顧客の解約率を減らすということを目指してい

ます。その他の大手のＭＳＯであるタイムワーナー、その他コックスという、いわゆる大手のＭ

ＳＯについても実は同じ戦略で、これらのＭＳＯ同士が非常によく連携して、フリーでお互いの

エリア間をローミングしているサービスを提供していることはやられております。 

 次のページをお願いいたします。アメリカ事業者のＷｉ－Ｆｉ展開の最近の動向ですが、Ｗｉ

8



 

－Ｆｉの基地局を設置して、運用システム――Ｗｉ－Ｆｉ Ｆｉｎｄｅｒと言われるシステムの稼

働を進めております。このシステムでは利用者のＷｉ－Ｆｉ使用可能エリアや混雑状況の可視化

を進めて、お客様に対する満足度を高めて運用の強化を進めております。資料の図では色分けさ

れて、色別に接続の品質が見えるようになっております。 

 では、次のページをお願いします。アメリカの大手のケーブル事業者に対して、日本のケーブ

ル事業者の取り組み状況を簡単にご紹介したいと思います。ここに６つの事例をご紹介しており

ますけど、まず上の３つの東京と名古屋近辺のエリアのケーブル事業者では、特に駅の構内、商

業施設、商店街等、人が集まる場所でＷｉ－Ｆｉの整備を進めていると聞いております。福井市

のケーブル事業者では、福井市と連携してＷｉ－Ｆｉを活用した街作りを進めていて、約１００

ヘクタールにＷｉ－Ｆｉメッシュのネットワークを構築して無料でサービス展開を計画しており

ます。長崎県のケーブル事業者では、アーケード、大型の商業施設などでＷｉ－Ｆｉの準備を進

めておりまして、その他に自販機のベンダーと共同でディスプレイに防犯・防災情報の地域情報

の発信をする「デジタルサイネージ事業」も検討を進めております。 

 次のページをよろしくお願いします。ケーブル向けＷｉ－Ｆｉ設備をＷｉＭａｘに照らし合わ

せて簡単にご説明したいと思います。Ｗｉ－Ｆｉは免許が不要であること、既にＷｉ－Ｆｉ端末

が普及していること、基地局の設置工事が非常に簡単であるというのが大きな特徴と言えます。

この表で示すとおり、メッセンワイヤ、いわゆる電線（同軸ケーブルを吊り下げる支持線）につ

り下げるタイプがありまして、ケーブルの同軸線で給電ができますので非常に安くサービスの展

開が簡単にできます。これが私どもケーブルの大きなサービス展開する上での強みと言えると思

います。 

 次のページをご覧ください。ケーブル事業者が検討している基地局の製品例を簡単にご紹介い

たします。ケーブルの高速インターネットサービスで使われるのは、大体、ケーブルモデムとい

う設備が宅内に置いてあるのですが、このケーブルモデムを内蔵した基地局を屋外のケーブル線

のメッセンワイヤにつり下げるのが、ここの製品の例を示しております。このいずれの製品もＩ

ＥＥＥ８０２.１１ａ／ｂ／ｇ／ｎに対応しており、無線周波数は２.４ＧＨｚと５ＧＨｚの両方

に対応しているものでございます。ＳＳＩＤは無線周波数ごとに８つぐらいあり、ビームフォー

ミングという、いわゆる混信回避技術を搭載して非常に混信に強くなっております。大きさは大

体２０センチ前後のものでございます。 

 次のページをお願いします。では、ケーブルＷｉ－Ｆｉを考えた場合のビジネスターゲットに

ついて簡単にご紹介いたします。私どもラボで開発を進めている次世代セットボックスとホーム

ネットワークの連携や、ケーブルの新サービスを提供して、Ｗｉ－Ｆｉを使って、いつでも、ど
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こでもテレビが見られるＴＶ Ｅｖｅｒｙｗｈｅｒｅや、行政・観光などのＩＣＴサービスの提供、

ケーブル事業者及び通信事業者とのローミング、更に基地局丸ごと又は、ＳＳＩＤを他の事業者

リースする、インフラビジネスが考えられます。 

 次のページをご覧ください。私どもラボで開発を進めている次世代セットボックスはハイブリ

ッドボックスと呼ばれており、コンセプトは従来のテレビ試聴から新しいテレビの試聴スタイル

を作り上げていくことを目的としており、いろいろなアプリケーションをダウンロードし、テレ

ビを今まで以上にお客様が楽しめるようにするものでございます。Ｗｉ－Ｆｉを使って、さまざ

まな家電機器とのホームネットワーク連携もハイブリッドボックスで実現できます。 

 次のページをご覧ください。ケーブルの新サービスの提供として、Ｗｉ－Ｆｉを通してＴＶ 

Ｅｖｅｒｙｗｈｅｒｅのサービスの検討を今、ラボで進めております。ラボでは、ＴＶ Ｅｖｅｒ

ｙｗｈｅｒｅの仕様書の策定を進めており、Ｗｉ－Ｆｉ上で実現されるアプリケーションサービ

スとして、今後、その展開に注力しております。 

 次のページをご覧ください。次に、ラボが策定しましたケーブルＷｉ－Ｆｉの技術仕様書につ

いて、その概要を簡単にご紹介いたします。技術仕様書は、ケーブルＷｉ－Ｆｉのサービス、ケ

ーブル事業者が連携して移動先のエリアでもインターネットを継続して利用できる全国共通のＳ

ＳＩＤ、認証方式の共通化やローミング技術仕様、また、基地局の機能要件や設置基準をガイド

ラインとしてまとめて１冊の本にしております。 

 次のページをご覧ください。まず、ケーブルＷｉ－Ｆｉの全体のシステム構成ですが、この図

に示すとおり、４つの構成要素がございます。①はＷｉ－Ｆｉのアクセスポイントそのものです。

先ほど製品例としてご紹介したものがＷｉ－Ｆｉのアクセスポイントでございます。②のＡＰコ

ントローラはＷｉ－Ｆｉのアクセスポイントを管理する装置で、ＳＳＩＤや周波数チャンネルの

設定の一元管理を行います。③のＲａｄｉｕｓサーバは加入者の認証を行うものです。④のＷｅ

ｂサーバは利用者が最初に訪れるログインポータルサイトであって、お客様がＩＤ、パスワード

の入力をする画面がここに現れます。 

 次のページをご覧ください。次のサービスユースケースでは、ケーブルＷｉ－Ｆｉでどのよう

なサービスが提供されているかについて４つの例をご紹介いたします。まず、②－１ではローミ

ング接続サービスで、先ほどお話したケーブルＷｉ－Ｆｉを利用して、ケーブルの加入者が、自

分が加入している事業者エリアの他に、移動した先の他の事業者のエリアもインターネットを継

続して利用できるサービスでございます。 

 次のページ、ここではサービスユースケースとしては、不特定多数接続限定サービスと呼んで

おります。これは加入者以外に、加入者でない方にもインターネット接続のサービスを提供する
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もので、特に地方のケーブル事業者ですと、観光客や店舗と連携してゲストアクセスのサービス

を提供し、地域密着のサービスをこのようなＷｉ－Ｆｉを使って提供することを考えてございま

す。 

 次のページをご覧ください。３つ目のサービスユースケースでは、防犯や行政、企業を対象と

した閉域システム接続サービスというものでございます。特に監視カメラを使用した防犯、行政

または一般企業向けにイントラネットの接続サービスを提供するものでございます。ＳＳＩＤご

とにＶＬＡＮといわれるイントラネットを構築することが可能でございますので、閉域したバー

チャルのネットワークを企業に使っていただくことは可能でございます。 

 次のページをご覧ください。最後のユースケースでは、ケーブル事業者のＷｉ－Ｆｉの設備リ

ースというものを考えてございます。これは基地局を丸ごと通信事業者や企業に貸し出す、基地

局の余ったＳＳＩＤを他の企業に貸し出すというインフラビジネスでございます。先ほど、ケー

ブルの特徴はメッセンワイヤに掛けやすいということでございますので、通信事業者が設備やケ

ーブル事業者を丸ごと借りるか、事業者の中でＳＳＩＤを借りるというビジネスでございます。 

 では、次のページをよろしくお願いします。今までお話したサービスのユースケースをもとに、

ケーブルＷｉ－Ｆｉで使用されるＳＳＩＤをこの表にまとめてございます。全国のケーブル事業

者が連携して統一したサービスを目指すことを目的に、このようにＳＳＩＤの全国の共通化を考

えてございます。この真ん中の上のほうでございますけど、①のＳＳＩＤ全国ケーブル事業者共

通、ここに“ａｌｌｃａｂｌｅｗｉｆｉ”という名称で統一を図ろうと考えてございます。 

 次のページをお願いします。ケーブルＷｉ－Ｆｉの共通認証の方式を簡単にご説明します。Ｗ

ｅｂ認証は、ユーザー名とパスワードによる認証であって、サポートできる端末が非常に多いと

いうことが特徴でございます。ＥＡＰ認証は、証明書の管理が必要であり、サポートできるクラ

イアント端末に制限がございます。今後、セキュリティが高まる中で、ＥＡＰ認証をこのサービ

スの中に取り入れることもできる仕様となってございます。 

 次のページをご覧ください。日本のケーブル事業者は全国に数百社ございます。これらのケー

ブル事業者が連携して統一したＷｉ－Ｆｉサービスを展開する上で、このローミングの技術仕様

は複数の事業者の認証設備を効率よく接続できる構成として、ラボではその接続仕様を定めてご

ざいます。ケーブル事業者相互は、接続する際に認証情報の参照先に共通のＲａｄｉｕｓ設備を

設けてローミングを行う仕組みでございます。ケーブル事業者以外に、いわゆる通信事業者との

ローミング接続ができる仕様も、この仕様の中に盛り込んでございます。 

 次のページをご覧ください。Ｗｉ－Ｆｉ基地局の機能要件・設置基準は、この資料に示すとお

りでございます。基本機能はＤＯＣＳＩＳ３.０ケーブルモデム、ＩＥＥＥ８０２.１１ａ／ｂ／
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ｇ／ｎ、あと、無線周波数としては２.４ＧＨｚ、５ＧＨｚのデュアルバンドに対応してございま

す。設置基準は右に書いてあるとおり、同軸上で４０～６０ボルトの直接給電ができますという

ことで、更にストランドにつり下げる場合には、電力線との離隔距離を、３０センチを基準とし

て電力会社と協議をすることが必要になってきます。 

 次のページをご覧ください。以上のとおり、技術仕様の策定をラボでは完了いたしました。次

に実証実験を横浜リサーチパーク（ＹＲＰ）で予定をしてございます。特に認証、ローミング等

の他、アプリケーションサービスとしてＴＶ Ｅｖｅｒｙｗｈｅｒｅで番組試聴も実証実験で行い

たいと考えてございます。 

 最後ですが、次のページをお願いします。私どもの今後の期待として、ここに示す三つのポイ

ントを挙げてございます。一つ目は、ケーブル事業者の強みである地域密着に根差したサービス

の展開を、Ｗｉ－Ｆｉを積極的に事業者の中に取り入れて実現していきたいと思っております。

二つ目は、通信事業者のデータオフロードだけに視点を当てるのではなく、ケーブル事業者の地

域密着のサービスに重きを置いた視点が重要と考えてございます。最後に、ケーブル事業者のサ

ービスの拡張が行われて、基地局間の混信を事業者間で回避することを期待したいと思います。 

 以上、ご清聴、ありがとうございました。 

【森川座長】  ありがとうございました。 

 それでは、ただいまのご説明につきまして何かご質問等ございましたら、お受けしたいと思い

ます。いかがでしょうか。 

【前田構成員】  これから実証実験を始めていかれると思うのですが、ケーブルテレビの事業

者は全国にあり、正直、いろいろ温度差もあるのかなと思います。そこで質問ですが、全国的な

展開を見据えていらっしゃるのか、できるところを中心にということを想定されているのか、ま

ず、それを教えていただけますか。 

【日本ケーブルラボ（豊川様）】  まず、Ｗｉ－Ｆｉの設備は非常に導入しやすいこと、屋内の

インターネットから屋外のインターネットの接続サービスは非常にお客様が望まれているという

ことで、ケーブル事業者はまず自社でサービスを開始します。既にいろいろなケーブル事業者は、

行政と連携して地域密着のサービスの展開を計画してございます。ただ、全国統一したサービス

は、あくまでもローミングという観点で、ケーブル事業者のエリアから外のエリアへまたいでい

った際に、このような連携の仕組みの中で統一したＳＳＩＤ、更にローミングの設備の共有化を

目指す必要があるということで、ケーブル事業者間で、そういう取り組みを図っているという状

況でございます。 

【前田構成員】  もう一つ、よろしいですか。今、インターネットの接続サービスにも重きを
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置かれていると思うのですが、今から設備を作っていかれるという時に、ケーブルの場合だと、

地域密着型や、最後におっしゃっていたようなところがメインのターゲットかなと思うのですが、

インターネットの接続を提供するというところは、今後もウエートは高いものになるのですか。 

【日本ケーブルラボ（豊川様）】  私どもの考えているのは、お客様の家でインターネットを使

って外でもインターネットが使える環境がＷｉ－Ｆｉであると。インターネットのブラウザ、ブ

ラウンジングサーフィンは、お客さんが使っているものの一つですが、ケーブルならではの地域

密着のサービスとして、例えば防犯・防災、更にお年寄りの徘徊等といったＷｉ－Ｆｉを使って

地域密着のサービスというものが何かしら展開できるのかなと考えております。私どもラボは技

術の団体でございますけど、ケーブルテレビ連盟とその辺を協議しながら、Ｗｉ－Ｆｉを使って

地域ならではのサービスの展開が非常に重要とは考えてございます。 

【前田構成員】  ありがとうございます。 

【森川座長】  ありがとうございます。他にはいかがですか。 

 それでは、私からよろしいでしょうか。三枚目、四枚目にアメリカのケーブル事業者のご紹介

をいただきました。このアメリカでの取り組みの動きと日本の取り組みの動きは基本的には同じ

と考えていいのでしょうか。例えばアメリカのほうが進んでいるとした場合、日本で同じように

進めていくのにハードルがあるのでしょうか、若しくはアメリカと日本は環境が全く一緒なので

しょうか、あるいは違ったりするところがあるのでしょうか、そのあたり、お教えいただければ

と思います。 

【日本ケーブルラボ（豊川様）】  まず一点目ですが、アメリカと日本を比べた場合に、Ｗｉ－

Ｆｉについてはアメリカのほうが日本よりも若干進んでいるのかなと感じます。ただ、どうして

もアメリカの国土が広いということがございますので、すべてのエリアをいろいろなところでカ

バーするというのは若干アメリカより日本が進んでいるので、比べにくいのかなという感じはい

たします。 

 次の点につきまして、アメリカのケーブル事業者は、実はインターネットのお客さんの６０％

以上がケーブルインターネットの加入者であるというのに対して日本は２０％以下という状況で

す。そういう状況の中で、アメリカのケーブルの加入者が多いということで、屋内から屋外にし

た場合にお客さんの満足度を上げるというのは彼らも考えることで、日本も実はそこは同じで、

取り組みとしては、やはりお客さんが外へ出ても使えると。実は無料で使えるというのがポイン

トのような気がします。例えば、３Ｇのネットワークの中で、そこの加入でもってＷｉ－Ｆｉも

使えるというのと、ケーブルのインターネットに加入していれば使えるなど。しかも、それが既

存サービスの延長線で、無料で使えて、更に地域密着ならではのサービスを使えるということは、
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今後、日本で取り組みとする上では非常に重要かなと考えてございます。 

【森川座長】  ありがとうございます。他にはいかがですか。 

 では、追加でよろしいですか。５ページ目の一番上のところで電鉄会社と連携してＷｉ－Ｆｉ

基地局を整備中とありましたが、これは以前、ＪＲ東日本メカトロニクスの方が駅に設置して、

それを複数の事業者、例えば携帯電話の事業者に使っていただくというようなご説明をいただい

たのですが、電鉄会社と連携した場合は、他の事業者が使えるというのはあるのでしょうか。 

【日本ケーブルラボ（豊川様）】  この事例は、名前を挙げますと、イッツ・コミュニケーショ

ンズさん。これは東急沿線上のケーブル事業者で、株主が東急電鉄さんでございます。ここです

と、沿線のお客さんがイッツ・コムさんのサービスを駅構内でも使えるということです。前回の

ＪＲさんと同じかどうかについては、そこまでは触れてございません。 

【森川座長】  ありがとうございます。 

 他にはいかがですか。よろしいですか。ありがとうございました。 

 それでは、次のプレゼンテーションでございますが、社団法人日本インターネットプロバイダ

ー協会の立石様、木村様、ご説明をお願いいたします。 

【日本インターネットプロバイダー協会（立石様）】  日本インターネットプロバイダー協会の

立石と申します。よろしくお願いいたします。 

 ＩＳＰということで、無線ＬＡＮは当然、ご家庭でもたくさん使われておりますので、その点

で無線ＬＡＮサービスに関する課題ということで本日お話し申し上げたいと思います。 

 左側の大きいほうが昨年、総務省さんが出されております我が国のインターネットにおけるト

ラヒックの集計ということで、２０１０年の１１月から２０１１年の１１月までで、約３３３Ｇ

ｂｐｓ増加しております。本研究会第１回目の資料1－4で移動通信トラヒックは一年間で約９９.

１Ｇｂｐｓ増加ということで、かなり大きくなっております。何年か前から問題になっています

フェムトセルの件に関しては、音声のみなのでトラヒックは大きくはないのですが、先ほどから

お話がありますように、動画や大きな容量のコンテンツが流れるということで、かなり増えてい

るのは確かであると思われます。ただ、ＩＳＰからは、どの程度スマートフォンからアクセスが

あってというのは見えないものですから、その辺を計測するのは不可能だということになってお

ります。 

 ３ページ目になります。第三者利用の件ですが、多くのＩＳＰは利用を第三者に関しては無断

で提供しないようにと禁止しているところが多くなっています。当然、いろいろな理由が出てく

るのですけが、後でご説明しますセキュリティの問題が非常に大きいというところでございます。 

 ４ページ目です。今お話した第三者利用を禁止する理由ですが、利用者が知り得ない、契約者
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が知り得ない第三者によって想定しない犯罪に利用される恐れがあるからです。ここではスパム

の例を挙げておりますが、他にもＤｏＳ攻撃や、なりすまし、場合によってはフィッシングも含

めて可能性はあると思います。よく笑い話で話をするのですが、ある田舎の一軒家の農家のとこ

ろに子供たちがいっぱい集まっているのでどうしたのかなと思ったら、そこのＷｉ－Ｆｉのセキ

ュリティがかけられていなくて、子供たちはたまたま知っていたためゲーム機を持って集まって

いたということがありました。子供たちがゲームで使っている分ぐらいであれば全く問題ないと

は思うのですが、契約者そのものが知らずに、そこの人が何かやっているのではないかと嫌疑を

かけられる恐れもあるということでございます。実際、ＩＳＰにはＩＰアドレスに関して照会が

来ておりますので、ない話ではないと思います。 

 １ページめくっていただきまして、更に具体的な話ですが、無線ＬＡＮ区間の何が問題かとい

うところで、まずは、無線ＬＡＮ区間のデータの盗聴あるいは改ざんですね。この辺は技術がど

んどん開発されていって暗号化の技術がよくなって、だんだん少なくはなっていますが、やはり

まだ弱い技術を使っているところもあります。それから、今言いましたパソコンからの不正アク

セス。特に先ほどお話したように、セキュリティが全然かかってないところに関しては自由に使

うことかできてしまうという問題がございます。それから、アクセスポイントそのもののなりす

ましによって、いろいろな情報をとられてしまうこともございます。その他もろもろのネット犯

罪に使われることがあるということで、この辺は問題ではないかと認識しております。 

 ６枚目です。その問題に対する対策例ということで、例えば、対策①ということで無線ＬＡＮ

区間の盗聴、改ざんについては、無線ＬＡＮ区間で送受信されるデータを傍受し、盗み見ること

や改ざんされる可能性があるので、これを暗号化しましょうということです。それから、暗号化

もＩＥＥＥの認証による動的ＷＥＰ等を使って強化された暗号化によって対策する必要があるで

しょう。 

 他のＰＣからの不正アクセスに関しては、同じ無線ＬＡＮに接続する他のＰＣから不正アクセ

スされる危険性がございます。自分だけかアクセスしていると思ったら、無線は見えませんので

全然違う人が勝手に接続してしまって自分のファイルを使われることがあるので、ファイル共有

をネットワーク側で防止する必要性があるだろうということです。具体的には、例えばＷｉｎｄ

ｏｗｓのネットワークを使うＮｅｔＢＩＯＳの１３７番、１３８番を閉じるといったようなこと

をする必要性があるのではないのかと思います。 

 それから、対策の③番。これが先ほどのアクセスポイントそのもののなりすましということで

すが、悪意のある第三者が正規のＡＰに見立てた不正ＡＰを設置して重要なデータを搾取するこ

とがございます。これも先ほどのＩＥＥＥ８０２.１Ｘ認証によって証明書を正規ＡＰに対しての
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み出すことをしないと、たまたま同じものだったりすると当然通ってしまい問題ですので、こう

いったことを使うということで防ぎましょうということです。 

 一般的なネット犯罪ですが、例えばインターネット上で詐欺を働いたりスパムメールを送った

りする不正行為が、わかった場合には法律に基づき適切に対処する必要があるでしょう。特に、

この最後に関しては、無線ＬＡＮを開放してしまうと、自分のところに下手すると逮捕状が来る

ということもあり得るので気をつけましょうということを啓発する必要があるだろうと思ってお

ります。 

 最後になりますが、７ページ目。この無線ＬＡＮビジネス研究会そのものでありますが、携帯

のオフロードとしては非常に有益ですし、無線ＬＡＮは便利であることは確かだと我々は認識し

ております。ただ、無線は目に見えませんので、ここに書いてありますように、ルールがないま

ま、あまりにも普及してしまうのは非常に危険です。その上で、先ほどお話し申し上げた課題を

総合的に解決するためのルールづくりが必要ではないでしょうか。 

 通信区間を提供する事業者の責任分担の明確化ですが、これは利用者の意識の問題で、特に我々

のほうからどうというのではないのですけれども、利用者側は実際には利用回線がどうなってい

るかわからない可能性があります。具体的には、実際にはＷｉ－ＦｉオフロードでＩＳＰのイン

ターネット側を接続して使っているのだけど、利用者としてはスマホの３Ｇの回線側を使ってい

ると意識しているとか、あるいはその逆であるとかいうこともあるでしょう。特に最近、スマー

トフォンになっていますので、スマートフォンがＢＯＴ化されて攻撃するということも既にあり

ます。これに関しては、事業者が調べたくても利用者がどんどんアクセスポイントが変わってい

ってしまいますので調べられないということなので、利用者側が一体、自分が今どっちの回線を

使っているのかといったことを意識していただくようなことを啓発する必要性があるだろうとい

うことです。同じように、そういったことから自宅ルーターを第三者に提供することの危険性に

ついて、利用者への啓発活動が必要ではないかと考えております。 

 簡単ですが、以上になります。 

【森川座長】  ありがとうございました。 

 それでは、ただいまのプレゼンテーションにつきまして質問等ございましたら、お受けいたし

ます。いかがでしょうか。 

【福田構成員】  ２ページ目の話について、この二つのグラフを見ると、実は固定に対する影

響は、そんなにまだ大きくはなってないだろうと読めるのですが、実際問題、固定のＩＳＰさん

はどの程度増えるとまずいと思われているのでしょうか。 

【日本インターネットプロバイダー協会（立石様）】  もともとのバックボーンの太さもどんど
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ん太くなっていますので、例えば動画系のトラヒックを考えれば、トラヒック的には今はまだ大

したことはないのですが、伸びからいうと、やはり驚異的な伸びを示しているので、どこかでは

問題になるかもしれないですね。 

【福田構成員】  前々回だと思いますけれども、ケイ・オプティコムさんが、やはりそれでま

ずいということで、課金モデルの話も含めて考えないといけないのではというお話をされていた

のですが、その辺に関して何かありますか。 

【日本インターネットプロバイダー協会（立石様）】  「大規模災害等緊急事態における

通信確保の在り方に関する検討会」でも話がありましたが、どこか１カ所、局所的なネッ

トワークだけの問題ではなくて、日本全体のネットワークを考えるという観点から多分やらない

といけないと思います。もし現状のまま、固定系が使っている動画を見るといったすべてのトラ

ヒックを東京で全部さばくということで考えるのではなく、そんなに遠くない将来になると思い

ますけれども、日本全体に分散するという観点で、そこまで含めて考えないとだめかなと思いま

す。 

【福田構成員】  ありがとうございます。 

【森川座長】  それでは、私からよろしいですか。３枚目の第三者利用のところですが、これ

は、アクセスポイントを買ってきて暗号をかけずにそのまま使っている場合は、知らない間に第

三者利用になっているわけですよね。 

【日本インターネットプロバイダー協会（立石様）】  そうですね。 

【森川座長】  そういったものは、規約的にはどういう扱いになるのでしょうか。それは、本

当は禁止という形になっているのでしょうか。 

【日本インターネットプロバイダー協会（立石様）】  一応禁止はしているのですが、それで目

くじら立ててどうといったのは聞いたことがないのは事実です。セキュリティの問題があること

は、最近はだんだん理解されてきているので、何もセキュリティをかけないで、そのまま自動的

に接続されるというのは減ってはきているかなとは思いますが、具体的にどこかでこれを禁止し

てＩＤを取り上げたというのを聞いたことは、私の範囲では少なくともありません。 

【森川座長】  ありがとうございます。 

【前田構成員】  ６ページ目について、セキュリティの脅威の一つ目に無線ＬＡＮ区間の盗聴、

改ざんということで、今やＷＥＰも危ないと思いますけれども、ここで暗号化をするというのが

必須だとは思います。具体的に、ここが全く暗号化されてなかったからトラブルが発生したとい

う特定はできるのでしょうか。実際、そういう事例がどれほどあるのでしょうか。ここが危ない

というのはもちろん分かりますが、どういうふうに現実的に問題になっているのかということと、
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その先でもいろいろな危ないところはあるわけで、それとの複合的なことがあるのでしょうか。

何か事例があれば教えていただければと思います。 

【日本インターネットプロバイダー協会（立石様）】  昔、雑誌にあった記事で、無線ＬＡＮが

始まったばかりのころですが、あるデパートでレジから流すデータを無線ＬＡＮで流していて、

暗号化がかかっていたかは分かりませんが、レジから流れるデータがカード番号からみんな筒抜

けになっていたということが雑誌で紹介されていたことがあります。そういう類のことは、今は

行われていないと思うのですが、具体的にそういう暗号化していなかったがゆえに何か犯罪に巻

き込まれたとか、データが抜き取られたという事例は、そんなには一般的には聞いてはおりませ

ん。 

 ただ、その先の問題もあるという話がございましたけれども、やはり一番弱いのは、この無線

区間かなと我々は思っています。無線から先に今度はＩＳＰのネットワークに入ってからは、理

論上はタッピングで盗聴ということはあり得るのですが、少なくとも電気通信事業者の回線に関

しては、ほとんど聞いたことはありません。 

【前田構成員】  すみません。ちょっと言い方がよくなかったかもしれないのですが、それは

本人の問題で、例えば何かアプリケーションにアクセスする時に、例えば本人がパスワードを非

常に安易なものをつけていて、それで推測されやすかったとか、盗聴とかということではなくて、

別なところでトラブルになったという複合的なことはあるのかなとちょっと思ったのですね。盗

聴という観点でいえば、ここ以外はなかなかないのかなとは思ったのですが。 

 もう一つ、最後にルールがないままにということですが、このルールという範囲がすごく難し

いかなと思うのですけど、具体的にどういうことをルール化して、何がルールとして必要なのか

がちょっとわからないので、それをここで考えていかなければいけないのかなとも思うのですが、

例えばどういうイメージで、こういうふうに書かれたのか、教えていただければと思います。 

【日本インターネットプロバイダー協会（立石様）】  おっしゃるのはいろいろあるので、全部

が全部という話ではないのですが、一つはログですね。通信のログをどうするかという話が結構

大きいと思います。それこそ無線のアクセスポイントだとＭＡＣアドレスもとれますので、例え

ばどこの機器と通信していたのがこのアドレスであると分かるということでログをどうとるかと

いう話があると思います。また、普通の人は無線の周波数のチャンネルまで意識して使っている

方はいませんから、その辺の問題も都市部ではもう既に顕在化していますが、地方はまだ全然な

いので、その辺も今後混雑してくるのであれば、５ＧＨｚを使うというのも一つの手ですが、５

ＧＨｚを使うにしても、やはりチャンネルを気にする必要性もあるのかなというところも含めて

ですね。すみません、明確にここというのはないのです。 
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【森川座長】  よろしいですか。最後のスライドのルール作りは、啓発していかないといけな

い、ユーザーに対していろいろと啓発活動も必要になるというのも多分含まれると思うのですが、

今、ＪＡＩＰＡでそういったような活動はされているのですか。やはりやらないといけないよね

と盛り上がってきているのか、あるいは、これからというフェーズなのか。 

【日本インターネットプロバイダー協会（立石様）】  我々もゼロではなく、やられているとこ

ろもあるようですが、これに本格的に力を入れてという部分はまだこれからといったところです。 

なお、先ほどの田舎の一軒家で子供が集まった例は、実は私の知り合いのところのＩＳＰなの

ですけど、そのような話を何かあった時にお話しております。さっき言いました無線ＬＡＮルー

ターの設定は結構難しいものですから、お客さんから問い合わせがありますので、その時にこう

こうしてくださいと対応しています。面倒くさいからだとか、そんなに飛ばないからってセキュ

リティをかけない人も多いものですから、その辺はその度に行っていますが、何か団体としてと

いうのはこれからという状況です。 

【森川座長】  セキュリティをかけてないということで犯罪や何か、いろいろな情報はＪＡＩ

ＰＡには上がってきているのですか。実は結構、思った以上にあるのか、実はそれほどないのか。 

【日本インターネットプロバイダー協会（立石様）】  それほどないと思います。勝手に使われ

ているパターンは実際多いと思います。 

【森川座長】  ありがとうございました。 

 よろしいですか。ありがとうございました。 

 それでは、最後のプレゼンテーションになります。フォン・ジャパン株式会社のＣａｒｌｏｓ 

Ｇｏｍｅｚ様、眞島様からご説明をお願いいたします。 

【フォン・ジャパン（Ｇｏｍｅｚ様）】  まず、本日は私たちＦｏｎのビジネスを紹介させてい

ただける機会をいただけたことに大変感謝いたします。特に総務省様におかれましては、私たち

の日本における立ち上げ当初からＦｏｎのビジネスモデルと社会的貢献に対するご理解をいただ

けたことに心から感謝いたしております。 

 私たちは、総務省様のご指導のもと、２００６年より日本におけるＦｏｎサービスをスタート

し、ユーザーの利用規約等を作成してまいりました。また、日本での多くのユーザーの皆様、投

資家の皆様、ビジネスパートナーの皆様のおかげで設立６年目を迎えることができました。まこ

とにありがとうございます。 

 ４ページ目になります。Ｆｏｎは２００５年に起業家でインターネットパイオニアであるＭａ

ｒｔｉｎ ＶａｒｓａｖｓｋｙによってユビキタスＷｉ－Ｆｉをだれにでも提供するという目的

のもとに設立されました。Ｖａｒｓａｖｓｋｙ氏は、Ｆｏｎはユーザーが自らから貢献し、作り
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上げるネットワークであると常に言っています。 

 Ｆｏｎの説明をする前に、まず現在のＷｉ－Ｆｉポテンシャルにフォーカスしてお話したいと

思います。Ｗｉ－Ｆｉは３Ｇ／４Ｇの理想的な補足手段としてグローバルなトレンドから注目さ

れております。第１に、モバイルデータの需要は年間で８０％のトラヒック増加が予想されてお

り、飛躍的に伸びております。第２に、このトラヒックの需要に対するためには、３Ｇ／４Ｇの

設備投資に数兆ドル規模の投資が必要となります。第３に、モバイルデバイス業界、携帯電話か

らタブレット、ｅブックス、カメラ、ゲーム機械など、さまざまな機器がＷｉ－Ｆｉの導入を開

始しております。 

 ６ページ目になります。よって、Ｗｉ－Ｆｉ技術はモバイルインターネットでの社会的需要に

対する有益なものとなっております。このような背景で、Ｆｏｎは世界中で最大のＷｉ－Ｆｉネ

ットワークとしてモバイルインターネットを実現させるキーとなっております。Ｆｏｎは、ヨー

ロッパ諸国、アジア、アメリカの人々にアンリミテッドでユビキタスなＷｉ－Ｆｉ環境を提供し

ています。このネットワークは“ギブ＆テイク”を行う６００万人から成るグローバルコミュニ

ティにより成り立っており、このＦｏｎモデルは今後数年で大量のデータトラヒックに対応する

最も効率的なソリューションとなります。 

 ７ページ目になります。Ｆｏｎは二つの構造によってつくられたシェアコミュニティにより成

り立っています。一つは、Ｆｏｎメンバーは自宅のＷｉ－Ｆｉをメンバーへ共有すると、世界中

のＦｏｎネットワークへ無料でアクセスすることができます。もう一つは、店舗などでは安全か

つシームレスなＷｉ－Ｆｉをお客様へ提供することができます。 

 ８ページ目になります。Ｆｏｎのモデルは、世界のトップ市場で友好的に受け入れられており、

急速にＦｏｎのネットワークを成長させています。ブラジル、イギリス、フランス、ポーランド、

ベルギー、ロシアなどのＦｏｎカバー率の高い国々をはじめ、世界数百カ国以上の国々で使用さ

れています。 

 次に、Ｆｏｎの仕組みを説明させていただきます。Ｆｏｎの仕組みは、とてもシンプルです。

メンバーは、Ｆｏｎ機能を搭載したルーターを入手すると、プライベート用とパブリック用の二

つのＳＳＩＤが発信されます。プライベートＳＳＩＤは、自宅にいるユーザーにより使用され、

優先されます。パブリックＳＳＩＤは、Ｆｏｎコミュニティメンバー間でシェアされます。外出

先でも無料でアクセスできるＦｏｎメンバー、リーズナブルな料金を支払って使用するビジター

ユーザーとなります。 

 ＦｏｎのＷｉ－Ｆｉローミングは、直観的かつシームレスです。Ｆｏｎメンバーは、Ｆｏｎス

ポットに自動的に接続できるアプリを使用できます。また一方では、Ｆｏｎビジターは世界中の
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Ｆｏｎスポットで、有料でネットワークにアクセス接続可能となります。 

 数百万のＦｏｎユーザーは、モバイルインターネット接続を楽しんでいます。今日現在では約

４００万人のユニークユーザーがＦｏｎネットワークにアクセス、毎月約３０億分の接続時間、

平均で２日に一度、Ｆｏｎに接続します。 

 Ｆｏｎユーザーは、各レベルで安全なＷｉ－Ｆｉソリューションを使用できます。まず初めに、

トラヒックはファイヤーウォールと異なるＳＳＩＤで、プライベートとパブリックを分離するこ

とにより保護されます。次に、ＷＰＡ２を使ってプライベートＳＳＩＤを暗号化することにより、

更にはｏｖｅｒ ＳＳＬ、ＨＴＴＰＳにより暗号化されます。Ｆｏｎへのアクセスは厳格な認証プ

ロセスに同意することによって保護されます。最後に、トラヒックはＳＳＩＤごとに異なるＩＰ

アドレスを割り当てることにより、もしくはＶＰＮトンネルを用いて暗号化されます。 

 世界中の人々にＷｉ－Ｆｉ環境を提供するというＦｏｎのミッションを超えて、私たちは社会

的責任のある企業であることに誇りを持っております。２０１１年に起きた大震災時には、Ｆｏ

ｎは事態が落ち着くまで、Ｆｏｎのネットワークを開放することによりコミュニケーション手段

を提供することができました。現在はモンゴルへ救急車の寄附をし、インターネットアクセスが

困難なルートにＦｏｎルーターを設置する「マドリードからモンゴルへ」と呼ばれるチャリティ

ープロジェクトなど、新たな取り組みにかかわっております。 

 次に、Ｆｏｎの今後に関して説明させていただきます。グローバルＷｉ－Ｆｉプレーヤーとし

ての特権的地位にもかかわらず、私たちは未来を見据え、グローバルミッションのスタート地点

に立っていることを嬉しく思っております。私たちの見通しでは、今後４年間でＦｏｎのＷｉ－

Ｆｉネットワークは１０倍に増えると予想しています。これらは以下のことを行うことによって

達成されるでしょう。既に進出している地域でのさらなる拡大、新しい国々への拡大、公共の場

でのＷｉ－Ｆｉネットワークの補完、グローバル全体を見て、これらは世界中の人々がＦｏｎの

モデルとネットワークの拡大のメリットを友好的に受け入れていただけることを示していると思

います。 

 Ｗｉ－Ｆｉ接続に対する社会的需要が高まってきています。Ｆｏｎは公益のＷｉ－Ｆｉエコシ

ステム環境で重要な役割と責任を持つポジションにいることを認識しております。 

 最後になりますが、このたび、このような機会をいただけたことに大変感謝しております。私

たちはオープンな考えを持ち、全く新しいビジネスモデルをもとに事業を展開しております。さ

まざまな国でユーザー、そして各企業、政府機関の皆様に友好的に受け入れられております。そ

れは我々の信念である、格差のない、世界中の人々がＷｉ－Ｆｉインターネットを気楽にどこで

も楽しく使えるようにさせたいといった信念とチャレンジ精神からだと思います。Ｆｏｎのモデ
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ルは社会的にも業界においても有益であることを信じております。 

 日本におきましてもオープンかつ建設的なディスカッションを行うことが、この有益性を最大

限にするための最良の方法であると信じてやみません。今後とも日本におけるビジネス展開に関

し、皆様のご指導をいただきたく願っております。 

【フォン・ジャパン（眞島様）】  少しだけ補足させてください。Ｆｏｎは、社会貢献モデルで

ユーザー同士の助け合いという、いわば草の根運動みたいなことで広まってきていますが、セキ

ュリティやユーザー保護についても力を入れております。例えば先ほどご指摘がありましたネッ

ト犯罪の対策などにおきましても、弊社のサービスは原則として弊社のＦｏｎの会員のみが利用

可能となっておりまして、だれでも自由にアクセスできるものではございません。会員はＩＤと

パスワードを使いましてログインすることで初めてインターネットを利用できます。したがって、

一般的な無線ＬＡＮ事業者と同様のアクセスログをとっておりまして、例えば警察からの照会が

あった場合は、必要に応じてログから提示させていただくということをやっております。日本に

おいて、もう６年になりますが、今までもそういった形で実現させていただいておりました。 

 今後ですけど、こういった手続というか、スキームというか、手順というものを、より迅速に

するために、私たちのほうからグローバルＩＰを払い出すことによりましてユーザーを簡単に特

定できる。もし不正なアクセスが働いていた場合、そのユーザーを迅速に特定できるトンネリン

グという技術を今作っている最中であります。これができますと、何回も申し上げておりますが、

不正アクセスが働いた場合は、ユーザーをすぐに特定して情報を開示することができるというこ

とになります。 

 何分、スタートアップベンチャーなもので、いろいろ至らないところもあると思いますけど、

一つ一つ確実に解決していけたらと思っておりますので、ひとつ今後もご指導いただきたいと思

っております。本日はご清聴いただきまして、ありがとうございます。 

【森川座長】  ありがとうございました。Ｃａｒｌｏｓ Ｇｏｍｅｚさんは、今回、本社から来

られたのですか。 

【フォン・ジャパン（Ｇｏｍｅｚ様）】  本社のあるスペインからです。 

【森川座長】  遠いところ、ありがとうございます。 

 それでは、プレゼンテーションにつきまして何かご質問ございましたら。じゃ、お願いいたし

ます。 

【石戸構成員】  日本での普及の度合いが、よく分からなかったのですが、日本でのＦｏｎユ

ーザーは今どのぐらいですか。 

【フォン・ジャパン（眞島様）】  現在は１００万アクセスポイントありまして、すなわち、そ
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のままユーザー数になります。 

【石戸構成員】  ありがとうございます。 

【福田構成員】  ＦｏｎのＡＰを持ってきてネットワークに差して登録をすると使えるという

モデルだと認識していますが、そのネットワーク自身が実際にユーザーのものであるということ

は、どうやって担保されるのですか。つまり、どういう場合を考えているかというと、例えば大

学で学生が勝手にＦｏｎの箱を置いてしまったということが起きると、多分大変なことになるの

ではないかと思っていて、過去にそういう事例があるのかどうか分かりませんけれども、例えば

そういうことは、どういうふうに考えればいいのですかね。 

【フォン・ジャパン（眞島様）】  今までそういう事例をあまり聞いたことがなかったのですが、

ご自宅の回線を利用していただくというのを前提にしておりますので、基本的に個人のユーザー

の家に置いていただいて、ユーザー登録をしていただくとともに持って帰ったルーターと紐づけ

ることになっています。利用規約もそうなっているはずなのですが、そういったケースについて

は今後も検討させていただきたいと思います。 

【福田構成員】  グローバルＩＰアドレスを見ると分かるとかいうことは、何かされていたり

しますか。 

【フォン・ジャパン（眞島様）】  記録はしておりますが、それで何か分析するというようなこ

とはやっておりません。 

【森川座長】  それでは、私から二つほどよろしいですか。アメリカではどのような普及の状

況ですか。諸外国に比べて、例えばヨーロッパがやはり多いとか、日本は他の国と比べて少ない

とか、特徴的なものがあれば、それを教えていただきたいのと、なぜそういった差が出ているの

かが一つ目の質問になります。 

 二つ目は、Ｆｏｎみたいなモデルだと、例えば海外から日本に来られた観光客やビジネスの方

が実は結構使われているのか、あるいは思ったほどそういう使われ方はされていないのか、その

あたりをご存じでしたらお教えいただければと思います。 

【フォン・ジャパン（Ｇｏｍｅｚ様）】  我々Ｆｏｎは、まだ非常にアーリー・ステージのスタ

ートアップベンチャーでございますので、やはりまず本拠地があるヨーロッパというところから

中心に広がってきております。特にＵＫにおきましては非常に伸びておりまして、特に今年のオ

リンピックですね、そこでは各国からのビジターの方の使用が期待されております。外国の方が

海外で使うというケースは、まだ小さいケースではありますが、確実に伸びているのは事実でご

ざいます。 

【森川座長】  ありがとうございます。 
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 せっかくの機会なので追加でいいですか。一つ目が、少し細かい話ですが、ＳＳＩＤを見てい

ると「ＦＯＮ」と、「ＦＯＮ＿ＸＸ」というのが複数ある感じがするのですが、それはどういう意

味で使われているのでしょうか。二つ目は、いわゆる家庭にＦｏｎルーターを置かれるというこ

との背景としてアクセス回線の定額制があるのかなと思います。例えば定額制が少し見直される

ような環境になった場合や、そういった事態を想定されておられるのでしょうか。後者は、今は

あまり考えられない事態かもしれないのですが。 

【フォン・ジャパン（眞島様）】  ＦＯＮというＳＳＩＤについては、大きく２つありまして、

過去ソフトバンク殿がＷｉ－Ｆｉを展開するときに設定されていた「ＦＯＮ」と弊社のルーター

の「ＦＯＮ＿ＦＲＥＥ＿ＩＮＴＥＲＮＥＴ」があります。ソフトバンク殿が提供するサービスと、

弊社が提供するサービスは区別されており、ソフトバンク社の「ＦＯＮ」のＳＳＩＤのものには

無線ＬＡＮコミュニティ機能はありません。ソフトバンク殿は、自らＷｉＦｉルーターを設置し、

「０００１ｓｏｆｔｂａｎｋ」のＳＳＩＤを用いてＷｉ－Ｆｉサービスを提供されていますが、

過去設置されたルーターの一部に「ＦＯＮ」というＳＳＩＤなっているものがあるとのことです。

これらについては、現在ソフトバンク殿で順次移行作業中と伺っています。一方、弊社は、ＦＯ

Ｎの会員が設置したＷｉＦｉルーターをアクセスポイントとして、「ＦＯＮ＿ＦＲＥＥ＿ＩＮＴＥ

ＲＮＥＴ」のＳＳＩＤを用いて無線ＬＡＮコミュニティを提供しております。ＦＯＮが販売し、

ＦＯＮの会員が現在までに設置したＷｉ－Ｆｉルーターについては、現在、日本において、「ＦＯ

Ｎ＿ＦＲＥＥ＿ＩＮＴＥＲＮＥＴ」というＳＳＩＤに統一されております（なお、システム上、

「ＦＯＮ＿ＦＲＥＥ＿ＩＮＴＥＲＮＥＴ」のうち「ＦＲＥＥ＿ＩＮＴＥＲＮＥＴ」の部分の文字

列はユーザーが任意に変更することができるため、少数ですが、デフォルト設定以外のＳＳＩＤ

を用いたルーターが存在します）。よって、ご質問頂いた点については、現在、ＦＯＮルーターと

しての機能（当該ルーターの発するＳＳＩＤを他のＦＯＮ会員が使用できる機能）を有しつつ「Ｆ

ＯＮ＿ＦＲＥＥ＿ＩＮＴＥＲＮＥＴ」以外のＳＳＩＤを発しているものは、（上記設定変更された

ものを除き）存在しない、ということになります。以上の次第ですので、ソフトバンク殿の「Ｆ

ＯＮ」から「０００１ｓｏｆｔｂａｎｋ」へのＳＳＩＤの移行作業が完了すれば、利用者として

分かりにくい状況は解消されるものと思っております。 

【森川座長】  ありがとうございます。 

【フォン・ジャパン（Ｇｏｍｅｚ様）】  Ｆｏｎフリーのシェアリングのシグナルに関しまして

は、ユーザーのほうでコントロールすることができます。まず、プライベート用、いわゆる自宅

用はもちろんプライオリティーになっておりますので、シェアリングのシグナルに関しましては、

非常に共有率は少なくなっております。こちらは帯域をコントロールできますので、こちらが飛
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躍的に伸びるといったようなことで、将来そういったビジネスモデルになった時にユーザーへの

急激な課金が高まるといったようなことは我々の中では今は想定しておりません。 

【森川座長】  ありがとうございます。 

 他にはいかがでしょうか。 

【前田構成員】  今度、グローバルＩＰを払い出すような方法も考えていらっしゃるというこ

とでしたが、逆に言うと、今はグローバルを使っておらず、それぞれのＩＳＰのアドレスになっ

ているということでしょうか。 

【フォン・ジャパン（眞島様）】  そういうことです。 

【前田構成員】  それですと特定が非常に難しいということで、先ほどログインのＩＤとパス

ワードは、認証が間に入っているということでしたが、そこの特定がしにくいところのメカニズ

ムがよくわからなかったので。 

【フォン・ジャパン（眞島様）】  これから始めますが、トンネリングにすることは、それを更

に分かりやすくするという意味で、今までも基本的にユーザーさんは、弊社の基本的なビジネス

モデルである共有するという仕組みを利用規約や、ホームページ等、いろいろなところでお知ら

せしており、それをメリットに感じて利用されているので、基本的に自分のルーターは誰か第三

者が使うルーターがあるということを認識していると思っております。例えば警察から照会があ

って、ＩＳＰの配下にいるお客様に対して何かあった場合は、お客様のほうからＦｏｎがあるよ

ということをおっしゃっていただくことで私たちに問い合わせが来るということが今までもあり

まして、そこで問題が出ていることはありませんでした。 

【石戸構成員】  １ユーザーとして、特に海外に行っている時にＦｏｎは大変重宝しています

が、ギブし合うモデルはすごく面白いと思っており、どういうプロモーションをかけると、こう

いうモデルが広がるのかということに大変興味がありまして、海外で何かこういう手を打った時

に飛躍的に広がったとか、成功事例があれば教えてください。 

【フォン・ジャパン（Ｇｏｍｅｚ様）】  これはビジネスの根底のところではあると思うのです

が、やはりサービスがよいというところが口コミにつながり、特にヨーロッパですと、いいサー

ビスは急激に伸びるといったものが非常に自然の流れになっております。そして、ユーザー視点

から物事を見るということが重要かと思っております。ユーザーがＦｏｎにメリットを感じてい

るといったところに、この急激な伸びがあったのだと確信しております。とにかくサービスにつ

いて、きちっとしたものを作っていくというのが我々の考えでございます。ありがとうございま

す。 

【森川座長】  他にはよろしいですか。ありがとうございました。 
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 それでは、残りの時間はフリーディスカッションという形にさせていただきたいと思います。

本日いただいたプレゼンテーションを中心に自由にご意見等いただければと思いますが、いかが

でしょうか。質問でももちろん構いません。 

【前田構成員】  ソフトバンクさんにお尋ねをしたいのですが、今、Ｗｉ－Ｆｉスポットを非

常に増やしてらっしゃる中で、大学のキャンパスに置いていくというのもあると思います。特に

学生をターゲットにされていますので、大学のキャンパスの中にソフトバンクのアクセスポイン

トを置くのか、若しくは既にキャンパスはキャンパスネットワークとしてＷｉ－Ｆｉをたくさん

置いていますから、それに相乗りするような形で使うのかとか、幾つかモデルがあると思います。

大学側からいうと、いろいろなところが同じようなキャンペーンをされて、大学にたくさんのア

クセスポイントを置かれても、いろいろトラブルのもとになりますので、そういう相乗りパター

ンというのもあるのかなと思うのですが、その辺はどのような展開を考えられていますか。 

【ソフトバンクモバイル（牧園様）】  実は大学の中はスマートフォンのお客様が非常に多く、

我々もぜひＷｉ－Ｆｉの展開をさせてもらいたいと思っているエリアです。我々としては、大学

で一番いい最適な方法をという話をさせてもらっていて、幾つかの大学様からは共有型で提供し

てもらえないかという話を聞きしております。それは我々も非常にありがたい話なので、その形

で提供させてもらうということを進めさせてもらっています。できればもっとご紹介いただけれ

ばといいますか、ぜひよろしくお願いいたします。 

【森川座長】  他にはいかがですか。 

 今の前田先生のご指摘に関連して、ソフトバンクモバイルさんとケーブルラボさんにお伺いし

たいと思います。Ｆｏｎさんは、もしかしたら関係ないかもしれないのですが、混雑という点で

少し関係するかもしれませんのでお聞きしたいと思います。 

 電波が非常に混雑しているような場所だと事業者間連携をしたほうがいいのではないかという、

プレゼンテーションを今までにもいろいろな方からいただきました。例えば共有ＡＰを設置した

ほうがいいのではないかといったようなご意見も幾つかのところからはいただいております。そ

ういう事業者間連携は、どのように考えていけばいいのか。おそらく、いろいろなお立場がある

と思いますので、そのあたりに関して何かご意見あれば、ぜひソフトバンクモバイルさんとケー

ブルラボさんからいただければと思います。Ｆｏｎさんに関しては、例えば無線ＬＡＮは混雑は

すごいが、Ｆｏｎのビジネスモデルは、それぞれ家庭のユーザーだから、そういう事業者間連携

というものとは全然関係ないスタンスなのかどうかというあたりを、ちょっとお教えいただけれ

ばと思いますが、まず、ソフトバンクモバイルさんからお願いできますか。 

【ソフトバンクモバイル（牧園様）】  混雑の問題は、将来を考えて対処していく必要があると
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思っています。これは品質を上げるという意味で言うと、我々はキャリアとしてサービスを提供

しているので、それがもし効果があるならば非常に考えなければいけないなという議題であると

思っています。一方、Ｗｉ－Ｆｉは、様々な方々が様々な利用シーンにおいて、個人・企業が、

自由に展開することによって、発展したということもありますので、それと非常に相反すること

であるという気持ちがあるので、そこを考えた上で本当に何が最適なのかといったところを見て

いく必要があると思っております。 

【森川座長】  ありがとうございます。それでは、ケーブルラボさん、よろしくお願いします。 

【日本ケーブルラボ（野田様）】  基本的に、ケーブルラボとしては、本件についての統一見解

をまだ持っておりません。よって、個人的な話になりますが、今、最後に言われたように、無線

ＬＡＮは、もともとオープンであり、個人で使え、免許制ではないということが、非常に普及し

た要因であると考えております。それを混雑ができたから何かするということではないのかなと

思います。今の段階では我々は、アクセスポイントは５ＧＨｚも使っていただきたいと思ってお

りユーザーがベストエフォートで使える環境を提供しているわけです。そういう意味で固定電話

や携帯電話のように管理されたものとは別のもので考えるべきだと思います。個人的な意見です

みませんでした。 

【森川座長】  ありがとうございました。 

 Ｆｏｎさん、何かございますか。 

【フォン・ジャパン（眞島様）】  先ほどおっしゃられたように、私どものところは基本的には

家の中のトラヒックがやはり一番多いです。本人が家の中で使うという状況があり、どんどん電

波が出て干渉するということは今のところ起こっていません。なので、日本においては、今のと

ころは５ＧＨｚにするということはまだ考えておりません。ただ、海外においては、パブリック

な場所にもＦｏｎのアクセスポイントは結構ついておりまして、そこについては５ＧＨｚを今検

討しているところであります。 

【森川座長】  ありがとうございます。他にはいかがでしょうか。 

 ＪＡＩＰＡさん。スライド３枚目について、契約約款等で第三者利用を禁止しているところと

禁止していないところと多分両方あると思いますが、これはスタンスとして、どういったところ

から禁止しているＩＳＰと禁止してないＩＳＰが出てくるのでしょうか。また、事前の承諾とい

う言葉がここにありますが、どういう場合に承諾していただけるのかは、ガイドラインほどしっ

かりしたものじゃなくても、何かしらあるのでしょうか、あるいは、今のところはそれぞれ個別

対応でやられておられるのでしょうか、そのあたり、分かる範囲でお教えいただければと思いま

す。 
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【日本インターネットプロバイダー協会（立石様）】  すみません。ちょっとアンケートをとり

始めたところですが、比率からいくと、積極的に許可しているところは私が知っている範囲では

ないです。第三者への利用を明示的に禁止してないところはあります。ですから、そこは第三者

利用した時に良いか悪いかは、多分その場での判断になるだろうと思います。ただ、ほとんどの

ＩＳＰは、現実的には今は禁止しています。 

 では、なぜ禁止するかについてですが、ダイヤルアップの頃からですが、一つは、トラヒック

がどこまで読めるかわからないというのが大きいかなと思います。今、回線も安くなり、トラン

ジットが安くなりましたから昔のようなことはありませんが、１０年ちょっと前、いわゆるダイ

ヤルアップルーターが出た頃に、その後ろにいるのが何台かという話もあったことはあります。

とはいえ、契約者が使っているパソコンの問題なので、それは大きな問題にならなかったという

あたりから来ているかなと思います。どこでそれを切り分けているかについては個別の会社によ

って事情がかなり違うと思うので、今のところ情報は持ちあわせてないです。 

 事前の承諾に関して、料金に反映させているかどうかはちょっと微妙だとは思うのですが、例

えば喫茶店やレストラン、ホテルの待合室で、お客さんに対してフリースポットとして提供した

いという話はよくあるので、それでもって使っていただいても構いませんとなっています。ただ、

いろいろなセキュリティの問題がありますので、何かあったら教えてくださいねということは、

私自身の経験も含めて、それはかなりある話だなと思います。 

 ただ、勝手にやっていて、そんなに今まで問題になっているところがガンガン出てくるかとい

うと、それがもしあれば今はもっと厳しくしていると思うので、そんなに大きな話でなかったの

も事実かなと思います。今でこそ当たり前になりましたが、パソコンにＷｉ－Ｆｉがついている

という状況になってからまだ５年も経っていないと思います。端末がＷｉ－Ｆｉの機能を持つと

いうのはこれからですから、今、禁止していないところを今後どうするか、事前認証をどうする

か、実際に展開しようとしているところは、お客さんに無料で提供したいけど、後々のセキュリ

ティのことも考えてＩＤを発行したほうがいいのか等、迷っているところがまだまだ多いと思い

ますので、その辺はこれからかなと思います。 

【森川座長】  ありがとうございます。ソフトバンクさんとＦｏｎさんがおられるので、お聞

きしたいのですが、ソフトバンクとＦｏｎの間は、どういう契約形態になっているのか。ソフト

バンクがＦｏｎから端末を買って配っているのかどうか。せっかくの機会なので、ちょっと勉強

させていただければと思います。 

【ソフトバンクモバイル（牧園様）】  我々からすると、Ｆｏｎ社はＦｏｎのルーターの提供会

社です。我々は彼らからＦｏｎのルーターを買って、それをお客様に無料で提供しているという
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状態です。 

【森川座長】  ありがとうございます。 

 他にはいかがでしょうか。 

【森川座長】  それでは、これにて本日のプレゼンテーションは終了とさせていただきたいと

思います。お忙しい中、プレゼンテーションいただきまして、ありがとうございました。 

 それでは、本日をもちまして事業者あるいは団体からのヒアリングは終了とさせていただきま

すけれども、構成員の皆様方には、本日プレゼンテーションをしていただいた事業者、団体に向

けてだけではなくて、改めて参加いただいているすべてのオブザーバーの事業者あるいは団体に

対する質問をお受けしたいと思います。今までに質問し忘れた点等ございましたら、この際にお

願いできればと思います。 

 それでは、それも含めて、今後のスケジュールにつきまして事務局からご説明いただけますで

しょうか。 

【鈴木データ通信課課長補佐】  本日はありがとうございました。構成員の皆様におかれまし

て、本日プレゼンテーションしていただいた事業者、その他のオブザーバーに追加の質問がござ

います場合には、恐縮ですけど、５月１６日（水）までに事務局あてにご連絡いただきますよう、

よろしくお願いいたします。 

 次回会合につきましては、５月２９日（火）１７時から１９時に開催する予定でございます。

詳細は事務局より別途ご連絡させていただきますので、よろしくお願いします。 

 以上でございます。 

【森川座長】  ありがとうございます。今までヒアリングさせていただきましたけれども、次

回が論点整理案ですね。 

【鈴木データ通信課課長補佐】  はい。そのように予定してございます。 

【森川座長】  そういう形で進むと思いますので、次回以降、引き続きよろしくお願いいたし

ます。 

 ありがとうございました。 

以上 
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